
令和 6年度 ７月校長会 教育長講話（要約） 

（オンライン開催） 

 

はじめに 

１学期も残り３日となりました。全国的に暑い日が続き、奈良市でも 35 度を超える猛暑日が

連日観測されています。各学校では、熱中症に最大限に警戒し、教育活動に取り組んでいただい

ていることと思います。 

報道にもありましたが、７月 5日、高知市内の小学校で、水泳の授業中に、児童がプールで溺

れ亡くなる事故が起こりました。プールには、児童と教員がいましたが、誰も児童が溺れたこと

に気付かなかったという事です。 

２学期も水泳指導を実施する学校がありますが、水泳授業中は複数教員による死角のない監視

体制や、実情に合わせた水深の設定など、マニュアルに沿った事故防止対策を徹底してください。 

また、夏休みに入り、子どもたちは川やプールに出かける機会が多くなります。子どもたちに

は、水の事故には十分注意するよう、指導してください。 

 

給食における異物混入について 

５月上旬の給食米飯に羽虫が混入していた事案では、炊飯業者に対し、関係者と連携し、指導

と管理を継続的に行ってきました。再発防止策が完了するまでの当該小中学校において、各学校

長をはじめ、教職員の方々にご協力をいただき、安心して給食を実施することができました。改

めて、お礼申し上げます。 

今後も、子どもたちに安全・安心な給食を提供できるよう、教育委員会、給食に携わる職員や

業者が取り組んでいきます。各学校においても、教職員一人一人の衛生管理と安全管理意識の向

上、そして学校組織としての対応に努めてください。 

 

一条高等学校の学科再編について 

一条高等学校は、これまで普通科と外国語科の 2つの学科を開設してきました。附属中学生が

高等学校に進学する令和 7年度から、外国語科の取組を発展的に普通科に展開する形で、すべて

の学科を普通科に再編することとし、外国語科の募集を停止します。 

このことに触れた、「e-オープンスクール」向けの学校紹介動画を、これから視聴してもらいま

す。 

 

◆学校紹介動画の視聴（一条高等学校ホームページより） 

 

このように、一条高等学校・附属中学校では、学校長自ら学校の教育方針を踏まえ、これから

の目指す方向性を分かりやすく紹介され、学校長の思いが伝わってくる紹介動画です。 

各学校においても、一条高等学校の学校再編や目指す教育活動の方向性等について知るととも

に、ブログ等を活用し、自校の学校ビジョンや特色ある教育活動について、保護者・地域が興味

を持って見てもらえるよう、工夫してください。 

 

 



リーディング DXスクール事業について 

 

◆生成 AIによる動画を視聴 

 

リーディング DX スクール事業とは、GIGA 端末の標準仕様に含まれている汎用的なソフト

ウェアとクラウド環境を十全に活用し、児童生徒の情報活用能力の育成を図りつつ、個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な充実や校務 DXを行い、好事例を展開するための事業です。 

今年度、本市では、若草中学校・鼓阪小学校・佐保小学校・鼓阪北小学校の４校を指定校と

し、授業改善を図っています。 

 

これは、ビジュアルツールキット Canva（キャンバ）で作成した生成 AIによる動画です。

ICTの進化に、驚かされるばかりです。 

子どもの学びの幅を広げ、教育をよりよくするためにも「トライ＆エラー」が必要で、指導者

が臆することなく、活用してください。 

先日、各指定校の教員と指導主事が、静岡県吉田町の先進的な取組について視察に行きました。

報告を聞いて感じたことは、確実に「授業観」や「学びの構造」が変わってきている、ということ

です。 

今までの「授業観」に固執せず、個々の児童生徒に力をつけることを大切にする「不易」の実

現のために、児童生徒を「主語」とした、新しい学習支援を創造しなければなりません。優れた

実践を参考に、最新の情報をキャッチし、これからの時代に適応した学校運営に取り組んでくだ

さい。 

 

おわりに 

20日より、37日間の夏期休業に入ります。５月に示された、中央教育審議会の審議のまとめ

には、「8月などの長期休業期間には、日頃の業務から離れ、それぞれの教師の興味・関心に応じ

て、休暇を活用して、見聞を深めることにより、教師が豊かな人間性や社会性を磨く機会とする」

と示されています。 

今年度から、学校閉鎖日の設定期間を「５日間程度」とする制度改正を行いました。これによ

り、令和６年度の学校閉鎖日は８月９日（金）～８月 16日（金）の８日間になります。 

学校長には、教職員が年次休暇等を活用しながら、計画的に休暇取得できるように声かけをし

てください。 

また、夏期休業中に部活動等で子どもたちが学校で活動する場合には、登下校を含め、熱中症

には最大の注意を払い、安全に活動ができるようにしてください。 

 

 


